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1. まえがき 

本業務は、 大分県別府市に位置する別府総合庁舎において、 庁舎新築計画に伴い、 敷

地内の地盤状況を把握するための地質調査業務である。  

今回、 標準貫入試験を伴う 調査ボーリングを 3 箇所延べ39m実施した。  

本書は、 これらの結果について報告するものである。  

1



図1. 1 調査位置案内図(縮尺： 図示)  

調査地 
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2. 調査概要 

2. 1 調査仕様 

( 1)調査名： 令和3 年度 別建委第41-23 号 別府総合庁舎地質調査委託 

( 2)場 所：  大分県別府市大字鶴見（ 別府総合庁舎内）  

( 3)工 期：  ［ 至］ 令和  4 年  1 月 25 日 

           ［ 至］ 令和  4 年 03 月 25 日 

( 4)目 的：  別府総合庁舎新築工事に伴い、 設計・ 施工に必要な地質情報を得ること 

( 5)内 容： φ66mmノ ンコアボーリング  3 箇所 延べ 39. 0m 

       粘土・ シルト         4. 5m 

砂・ 砂質土          4. 4m 

礫混じり土砂        9. 7m 

       玉石混じり土砂     20. 4m 

標準貫入試験            延べ 39 回 

 粘土・ シルト           4 回 

砂・ 砂質土            4 回 

礫混じり土砂          7 回 

 玉石混じり土砂       24 回 

( 6)発注者： 大分県別府土木事務所(建築住宅課)  

( 7)受注者： 明大工業株式会社 

 大分県別府市船小路町3 番43 号 
Tel  ( 0977) 24-1213 Fax ( 0977) 24-8570 

管理技術者   千本 香織 (地質調査技士) 

担当技術者  千本 香織 (地質調査技士) 

照査技術者  吉田 修一  ( RCCM・ 地質)  
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2. 2 調査方法 

( 1)ボーリング地点の設定 

ボーリング地点は、 監督職員との協議により、 図 2. 2. 1 のボーリング地点位置図に示

す位置に設定した。  

( 2)ボーリング地点の測量 

ボーリング地点の位置は既存の建物からの計測により、 高さは、 調査地周辺の基準点

である基点1017A(H=77. 389m)を用いて測量を実施し求めた。  

その結果は表 2. 2. 1 に示すとおりであり、 今回のボーリング地点については、 発注者

承諾のもと、 座標管理は未実施である。  

表2. 2. 1 ボーリング地点測量結果一覧表 

孔 番 標 高 使用基準点 基準点標高 

No. 1 77. 46m 

1017A 77. 389m No. 2 77. 18m 

No. 3 77. 21m 

写真2. 2. 1 使用基準点 
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図2. 2. 1　 ボーリング地点位置図(S=1: 500)







( 5)使用機械器具類 

調査ボーリングは、 表2. 2. 4 に示す機械機具類を使用し実施した。  

表2. 2. 4 使用機器・ 機具類一覧表 

名    称 形 式・ 能 力 数 量 

試

錐

工

試 錐 機 YBM-05 型 50 m 1 台 

試錐ポンプ YBM SP-30 型 30L／mi n 1 台 

エ ン ジ ン ヤンマー NFAD-7 7ps 1 台 

そ の 他 

シングルコアチューブ、 メ タルクラウン、 ダ

イヤモンド ビット 、 ロッド 、 φ86mm ケーシン

グパイプ、 櫓 他 

1 式 

標準貫入試験 
サンプラー、 シュー、 ノ ッキングヘッド 、  

ハンマー、 ロッド  
1 式 

運搬・ 仮設工 足場用単管、 クランプ、 給水ホース 他 1 式 
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( 6)孔内水平載荷試験 

孔内水平載荷試験は軟弱層を構成する粘性土および砂質土において、 地盤の水平方向

の変形性を把握することを目的とする。  

 試験は下記の機器にて実施した。  

表2. 2. 5 孔内水平載荷試験使用機器一覧表 

名 称 形 式 形状・ 寸法 数量 

LLT-M 

(応用地質製)

LLT-M 
タンク容量 :  1. 7( L/本)×4 本 
圧力計   :  1(MPa)、 3(MPa)  
最大使用圧力:  2. 5(MPa)  

1 台 

φ60mmゾンデ 
ゴムチューブ径:  φ60(mm)  
ゴムチューブ長:  600(mm)  

1 本 

その他 
窒素ボンベ、 レギュレータバルブ、  
接続ホース、 ナイロンチューブ 

1 式 

図2. 2. 4 孔内水平載荷試験(普通載荷)概略図 
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［ 試験方法］  

 下記の手順で実施する。  

1. 加圧における 1ステップ内の変形量(スタンド パイプにおける水位)測定は、 15秒、

30 秒、 60 秒、 120 秒の4 回行う 。  

2. タンク内の圧力は、 水位変化に伴い低下するので、 常に一定の圧力を維持する様に

加圧コックで調整する。  

3. セル圧は、 ゾンデ内圧力を示し、 解析にはこの圧力を用いる。  

4. スタンド パイプ水位は表面張力を考慮し、 目を水位と水平にして水位の最下位を読

み取る。  

表2. 2. 6 孔内水平載荷試験 測定操作手順一覧表 

加圧ステップ 時間(sec)  記録及び操作 

1Ｐ  

0 
加圧バルブ(Gas pressure control )を開け所定の圧力
になったら閉じる。  

15 水位を読みとり、 デ－タシ－ト に記入。  
30 水位を読みとり、 デ－タシ－ト に記入。  
60 水位を読みとり、 デ－タシ－ト に記入。  

105～120 セル圧を読みとり記入。  

120 
水位を読みとり 、 記入後直ちに次の加圧ステッ プに加
圧する。  

2P 

15 水位を読みとり、 デ－タシ－ト に記入。  
30 水位を読みとり、 デ－タシ－ト に記入。  
60 水位を読みとり、 デ－タシ－ト に記入。  

105～120 セル圧を読みとり記入。  

120 
水位を読みとり 、 記入後直ちに次の加圧ステッ プに加
圧する。  

(加圧ステップについて)  

 段階ごとに圧力を増加するが、 1 ステップの増加圧力は、 地質状況などから推定し適宜

行う 。  

各ステッ プにおける増加圧力とＮ値の関係は、 地層の乱れ等の影響が関係する。 今ま

での経験からのおおよその目安を表2. 3 に示す。  

表2. 2. 7 孔内水平載荷試験 加圧ステップ一覧表 

土質 砂質土 粘性土 

Ｎ値 4 以下 4～15 15～30 30 2 以下 2～8 8～15 
15 以

上 

加圧ｽﾃｯﾌ゚  0. 02 
0. 02～ 

0. 04
0. 05 0. 1 

0. 01～

0. 02 

0. 02～ 

0. 05

0. 05～ 

0. 1
0. 1 

使用圧力計 1. 0(MPa)  3. 0(MPa)  1. 0(MPa)  3. 0(MPa)  

10



［ 解析方法］  

以下に、 測定デ－タの解析方法について図2. 2. 5 を用い説明する。  

① ゴムチュ －ブ自身の自由膨張過程

で、 孔壁には接し ておらず、 地盤へ

の応力伝達はない。  

② ゴムチュ－ブが孔壁に接する点。  

③ 押し 出さ れた孔壁を、 主働土圧に抗

し て押し 戻す孔壁の再圧縮過程で、

地盤反力は徐々に増大し 、 変形速度

△ Ｈは減少する。  

④ 初期の孔壁に達し て地盤の静止土圧

と 均衡を保つ点で、 この時の圧力を

見掛状の静止土圧Pと見なされる。 こ

の状態で地盤反力は急激に増大する

変曲線をなし 変形速度は最小値を示

す。  

⑤ 受働土圧を地盤内に生ずる載荷過程

の初期段階で、 いわば地盤の疑似弾

性変形領域である。 Pe-r 曲線はほぼ

直線をなし 、 変形速度はほぼ一定値

をとる。  

⑥ 地盤の降伏点で、 Pe-r 曲線は先の直

線区間をはずれて右に湾曲し 、 変形

△速度Pe- H曲線は明瞭な折点を示す。  

⑦ 地盤の流動、 変形が徐々に増大進行し、 破壊に至る過程である。  

⑧ 地盤の破壊点。  

( 地盤の諸定数の決定)  

・ 静止土圧Po、 降伏圧Py、 破壊圧Pl

△図2. 2. 5 のPe- H曲線の折点として Pe-r 曲線の形状とあわせて決定する。  

・ 地盤係数Km値の算出 

⑤ 図2. 2. 5 のPe-r 曲線上の の変形過程(直線区間) の勾配として定める。  

・ 弾性係数Em値の算出 

応力が弾性係数領域内にあり、 半径方向の面に関して平面歪の条件が満たされていると仮

定すれば、 図2. 2. 5 中の式で表される。  

図2. 2. 5 孔内水平載荷試験解析例
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3. 地形･地質概要 

［ 地形］  

 調査地は、 大分県別府市に位置する別府総合庁舎敷地内である。  

地形は西( 山側) から東( 海側) にかけて緩やかに傾斜しており、 調査地の標高は約 77m

程度である。 この緩斜面は、 別府扇状地を形成し、 鶴見岳東方山麓から海岸まで続いて

いる。 調査地西方に分布する鶴見火山は鶴見岳を最高峰として内山、 大平山を含めた山

体と伽藍岳、 鬼箕山など独立した小火山体をあわせもった火山である。 別府扇状地を形

成する緩斜面は鶴見岳の噴火と関連して成長した火山性扇状地堆積物からなる。 その厚

さは 50～300m以上とされ、 その下位には実相寺火山の溶岩や輝石安山岩、 凝灰角礫岩お

よび溶岩がある。  

［ 地質］  

図 3. 1 に示す「 調査地周辺の地質」 によると、 調査地周辺には第四紀・ 更新世後期～

完新世の扇状地堆積物(礫・ 砂および火山灰)が分布している。  

今回のボーリング調査では、 埋土層の下位より、 扇状地堆積物である粘性土や砂質土、

砂礫、 玉石混じり砂礫が確認された。  
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凡  例 

通商産業省工業技術院 地質調査所「 別府」 ： 昭和63 年3 月25 日発行 

図3. 2 調査地周辺の地質図(S=1: 50, 000)  
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4. 調査結果 

4. 1 ボーリ ング調査結果 

ボーリング調査は、 図 2. 2. 1 のボーリング地点位置図に示す 3 箇所で実施した。 この

結果については、 巻末のボーリング柱状図に示すとおりである。  

以下、 各ボーリング孔の調査結果については、 表4. 1. 1～4. 1. 3 に示す。  

表4. 1. 1 No. 1 孔 調査結果表 
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表4. 1. 2 No. 2 孔 調査結果表 
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表4. 1. 3 No. 3 孔 調査結果表 
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4. 2 孔内水位観測結果 

孔内水位は作業期間中の水位を観測したものである。 本調査では、 各ボーリング孔の作

業期間が 2～3 日と短期間であり、 ケーシング挿入およびボーリング掘削時の泥水の影響

を考慮し、 清水による孔内洗浄を実施し、 翌日水位の計測を実施したが、 地下水位は認

められなかった。 なお、 調査深度(GL-11. 0～14. 0m)までに被圧地下水も認められない。  

よって、 3 孔とも調査掘進長までに地下水位は存在しないと判断する。  
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4. 3 孔内水平載荷試験結果 

孔内水平載荷試験は、 杭頭付近の水平反力を求めるため、 No. 1 孔において 1 箇所実施

した。  

試験結果は表 4. 3. 1 に示すとおりであり、 詳細は巻末のデータシート に示すとおりで

ある。  

表4. 3. 1 孔内水平載荷試験結果 

孔番 試験深度 土質 N値 弾性係数 Em 

No. 1 4. 6～5. 6m 砂混じりシルト  4 E=3643kN/m2

≒ 7 0 0図 4. 3. 1 に示すと おり 、 変形係数 E は地盤材料にかかわら ず E N( 400N～

1000N) kN/m2 という 関係が近似的に成立するとされている。  

今回の試験結果は、 E=900N( kN/m2)程度となっており、 妥当値と判断される。  

図4. 3. 1 孔内載荷試験より得られた変形係数と N値との関係 

(土谷・ 豊岡に加筆修正)  

出典「 地盤調査の方法と解説－二冊分の2－ ( 社) 地盤工学会 平成25 年3 月 p687」  

No. 1 砂混じりシルト  
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5. 考察 

5. 1 支持層の検討 

ここでは、 本調査地で計画されている構造物に対する支持層について検討する。  

『 建築基礎構造設計指針(日本建築学会, 2019) 』 によると、 支持層の目安としては以下

のよう に示されている。  

 支持層の目安は砂質土， 礫質土では N値 50(または 60)以上， 粘性土では 20～30 以上

であるが， 建物の要求性能などを考慮して設計者が適切に設定する。  

( 「 建築基礎構造設計指針 日本建築学会, 2019 P26 より抜粋)  

本調査地では、 高層建築物が計画されている。 よって、 表 5. 1. 1 に示すとおり、 部分

的に N値の低い層が認められるため、 確実な支持層としてはＮ値50 以上を示す玉石混じ

り砂礫が適切であろう 。  

表5. 1. 1 支持層検討結果一覧表 

孔　 番 土　 質
分布深度

GL-
N　 値 層　 厚 支持層としての適否

砂礫 0～1.60m 50以上 1. 60m ×

礫混じり砂 1.60～2.30m 50以上 0. 70m ×

玉石混じり砂礫 2.30～4.60m 50以上 2. 30m ×

砂混じりシルト 4.60～5.80m 4 1. 20m ×

玉石混じり砂礫 5.80m～11.00m 50以上 5m以上確認 〇

礫混じり砂 0-0.50m ― 0. 50m ×

礫混じり砂質シルト 0.50～2.90m 13,50以上 2. 40m ×

シルト 質砂 2.90～3.50m 20 0. 60m ×

砂礫 3.50～4.90m 50以上 1. 40m ×

砂質シルト 4.90～5.80m 5 0. 90m ×

礫混じり砂・ 砂礫 5.80～9.15m 36～50以上 3. 35m ×

玉石混じり砂礫 9.15m～14.00m 50以上 5m以上確認 〇

砂礫 0-4.80m 39～50以上 4. 80m ×

玉石混じり砂礫 4.80～5.80m 50以上 2. 90m ×

砂 5.80～9.15m 16 1. 10m ×

玉石混じり砂礫 9.15m～14.00m 50以上 5m以上確認 〇

No.3

No.2

No.1
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5. 2 基礎形式の検討 

調査結果より、 調査地の確実な支持層は、 浅い地点で深度5. 8m以深、 深い地点で9. 2m

以深の玉石混じり砂礫であり、 支持層深度が 5m以深となるため、 杭基礎での施工が適す

ると判断する。  
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表5. 2. 2 基礎形式選定表 

人力掘
削工法

節杭

先端支持 ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

摩擦支持 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ △ ○×

可能杭径(cm) － 30～401) 30～100 35～150 302) 30～503) 30～401) 30～100 35～100 45～100 35～100 30～80 35～150 80～200 130～300 70～300 70～150 80～3004) 80～400 50～150 80～4004) 12～600 60～150 1)節部は44～50　 　 　 3)リブは13ｍｍ程度

常用杭径(cm) － 30～40 30～60 40～60 30 30～50 30～40 30～80 40～80 45～80 40～60 30～60 40～60 100～200 130～200 80～200 80～150 80～200 80～300 70～150 80～300 140～360 80～120 2)リブ外で50　 　 　 　 4)拡底杭は軸径

200t以下（ 柱軸力） ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ △ ○ △ △ △

200～500t ○ △ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

500～1, OOOt ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ○× × ×

1, OOOt以上 ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ △ ○ ○ △× × × × ×

水平荷重が大きい ○ △ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5ｍ以下 ○ ○ △ △ ○ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △× × ×

5～10ｍ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× × ×

10～25ｍ △ △ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25～40ｍ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ △× × × ×

40～55ｍ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ △ ○× × × × × × × ×

55ｍ以上 △ ○ △ ○ ○ ○ △ △ ○× × × × × × × × × × × × ×

粘性土　 Ｎ値　 4以下 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 　 　 　 　 　 　 4～10 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 　 　 　 　 　 　 10～20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

砂質土　 Ｎ値　 15以下 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2) ○ 2) ○ 2) ○ 2) ○ 2) ○ 2) ○ ○

　 　 　 　 　 　 　 15～30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ 1) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 　 　 　 　 　 　 30以上 ○ △ △ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ 1) ○ △ △ △ ○ △ ○ ○ ○

礫（ 玉石） 　 　 5ｃ ｍ以下 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 　 　 　 　 　 　 5～15ｃ ｍ ○ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ ○ ○ △ △ ○ △× × × × × × ×

　 　 　 　 　 　 　 15ｃ ｍ以上 ○ △ △ △ ○ ○× × × × × × × × × × × × × × × × ×

液状化の可能性ある地層 △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×

支持層の確認
1) ○ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △

傾斜　 　 　 　 30°以下 ○ △ △ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ △ ○ ○×

　 　 　 　 　 　 30°～45° ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ △× × × × × × ×

凹凸がはげしい ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

砂質土　 Ｎ値　 30～50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 　 　 　 　 　 　 50以上 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

礫（ 玉石） 　 　 5ｃ ｍ以下 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 　 　 　 　 　 　 5～15ｃ ｍ ○ △ △ ○ ○ △ △ △ ○ ○ △ △ ○ △× × × × × × × × ×

　 　 　 　 　 　 　 15ｃ ｍ以上 ○ △ △ △ △ △ ○ ○× × × × × × × × × × × × × × ×

土丹（ Ｎ値75以上） ○ △ ○ △ △ △ △ ○－ － － － － － － － － － － － × × ×

軟岩 ○ ○ △－ － － － － － － － － － － － × × × × × × × ×

地下水位が地表面に近い △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

湧水量が多い △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×

先端の被圧地下水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○× △ 1) △ 1) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×

伏　 流　 水 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △× △ 2) △ 2) △ 2) △ 2) △ 2) △ 2) △ 2) △ 2) ○×

①逸　 　 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○－ × × × × ×

②逸　 　 水 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○－ × ×

騒音・ 振動1) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× × ×

近接構造物に対する悪影響 ○ △ △ △ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○

狭い作業スペース ○ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ ○ △ ○ ○

有毒ガスが発生する場合 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×

出典： 「 基礎工 総合土木研究所 1994. 7 P82～P83」

・ 既製杭の中間層の打抜きについては、
試験杭で確認することが望ましい。
・ セメ ント ミ ルク工法で砂または礫の場
合、 逸水に注意する。
1)砂礫層が水位下で5ｍ以上続く と、 締固
めによりケーシングの引抜きが困難な場
合がある。
2)ＧＬ －10ｍまでにゆるい砂層がある
と、 施工が困難な場合がある。

支
持
層
の
状
態

･岩盤・ 土丹の場合、 打込み杭は支持層中
に貫入させることは前提にしない。
場所打ち杭は支持層中に貫入可能かどう
か参考に示す。
・ 埋込み杭工法では、 砂質土支持層中の
流水などによって、 根固め球根の形成に
支障が出る恐れがある工法は注意する。
1 ) ○ △： できる， ： 支持層の変化を事前
に十分調査することが必要である。

地
下
水
の
状
態

①逸水 砂礫層で掘削液が周面に逃げる場合

②　 　 不透水層を貫いて水位が急に低下する場
合
1)ボーリ ングにより 杭先端がゆるむ可能性があ
る（ 被圧地下水でない場合も要注意） 。
2) 0. 3ｍ/sec以上の場合の、 コンクリ ート の打設
がむずかしいので避けた方がよい。

そ
の
他

1 ) ○ ： ない， ×： ある
2 ) ○ △： ない， ： 若干ある

混合攪拌

＋鋼管

支持
方式

杭
径

荷
重
規
模

支
持
層
の
深
さ

（

層
厚
4
～

5
ｍ
）

中
間
層
の
状
態

ﾘﾊ゙ ｽー
拡底杭
工法

深礎1)

工法

1)すべて人力によるもの、 機械掘削で土
留めと整形を人力によるもの、 オール
ケーシングで拡底と整形を人力によるも節杭

PHC杭
SC杭

鋼管杭
PHC杭
SC杭

鋼管杭
PHC杭
SC杭

鋼管杭

全周回転

式ｵー ﾙｹー ｼﾝ

ｸ゙ 工法

ｱー ｽﾄﾞ ﾘ
ﾙ工法

ﾐﾆｱー ｽ
ﾄﾞ ﾘﾙ工
法

ｱー ｽﾄﾞ ﾘﾙ
拡底杭
工法

ﾘﾊ゙ ｽーｻー
ｷｭﾚー ｼｮﾝ
工法

ＢＨ杭
工法

機　 械　 掘　 削　 工　 法

シーリン

グ工法
PHC杭
SC杭

鋼管杭
リブ付
きPHC

杭

リブ付
き鋼管

杭

プレボーリング工法 中掘り工法 回転圧入工法
ｵー ﾙｹー ｼﾝ
ｸ゙ 工法

　 　 　 　 　 　 基礎の種類および
工法

選定項目

直
接
基
礎

杭　 　 　 　 　 　 　 基　 　 　 　 　 　 　 礎

備　 　 　 　 　 考
既　 　 　 製　 　 　 杭 場　 所　 打　 ち　 コ　 ン　 ク　 リ　 ー　 ト 　 杭

ソイルセ

メント 鋼

管合成杭

工法

打込み杭工法 ねじり 込み杭工法 埋　 込　 み　 杭　 工　 法
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5. 3 設計・ 施工上の留意点 

【 地盤状況について】  

本地区の支持層は、 標高3m以深に分布する扇状地堆積物であり、 支持層の上位層は、 玉

石を含む礫質土層が分布する。  

調査地は杭基礎での施工となると判断されるため、 支持層までの玉石層を十分考慮した

機械の選定が必要である。  

【 基礎形式について】  

本調査では、 深度5. 8～9. 15m以深の玉石混じり砂礫を支持層とした杭基礎を提案してい

るが、 今後、 計画構造物に伴う 詳細な地質調査を実施し、 N値が低下する箇所が明確に判

断された場合は、 地盤改良についても考慮されたい。  

【 河川への影響について】  

支持層までの中間層に透水性の高い礫質土層が分布するため、 施工時の河川水汚濁につ

いては、 監視が必要となろう 。  

【 地下水位】  

地下水位は、 今回の調査深度までに確認されていない。  

【 地震時の液状化対策について】  

調査地は、 地下水位が存在しないため、 地震時に液状化が発生する可能性は低いと判断

される。  
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調 査 名 ：

工 区 ： 孔 番 ： No.1孔

区 間 ： 0.00m ～ 11.00m 掘 進 長 ： 11.00m

工 区 ： 孔 番 ： No.2孔

区 間 ： 0.00m ～ 14.00m 掘 進 長 ： 14.00m

工 区 ： 孔 番 ： No.3孔

区 間 ： 0.00m ～ 14.00m 掘 進 長 ： 14.00m

令和3年度 別建委第41-23号別府総合庁舎地質調査委託
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孔内水平載荷試験
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孔 内 水 平 載 荷 試 験 結 果 一 覧 表 記  録  用  紙

調 査 名 ・  地  点

試験孔（ 測点） 番号

測定深度(中心深度)

試  験  者  氏  名

試　験　年　月　日

自 　然　  水　  位

孔   内    水   位

タ  ン  ク  高  さ

セル水圧 ガス圧 スタンドパイプよみＨ' (cm)
kgf/c㎡ kgf/c㎡ 15秒 30秒 60秒 120秒

△ Ｈ Ｈ ＰG ＰG-Ｐ Ｐe ｒ
cm cm kN/㎡ kN/㎡ kN/㎡ cm

初 期 スタンドパイプ水位 Ｈ0

挿入後スタンドパイプ水位 Ｈ0'

初 期 ゴ ム チ ュ ー ブ 半 径

ゴ ム チ ュ ー ブ 有 効 長 さ

容  積  計  内   断   面   積

試 験 方 式

ポアソン 比

GL

Ｐs =

備  考：

(m)

(m)

年  月  日

(cm)

(cm)

(cm)

(cm)

(c㎡)

(kN/㎡)

令和3年度別建委第41-23号別府総合庁舎地質調査委託

No. 1

千本　香織

等分布荷重方式（ １室型）

砂混じりシルト
N=4

5. 10

2022   2  22  

GL (m)0. 00

GL (m)0. 00

1. 40

0. 40

0. 60

0. 30

3. 00

60. 00

59. 74

11. 77

0. 60 0. 20 3. 92 3. 92 7. 85 3. 01

0. 200 0. 200 1. 20 1. 50 1. 70 1. 80 0. 30 1. 40 27. 47 7. 85 3. 92 3. 07

0. 400 0. 400 2. 30 2. 60 2. 80 3. 00 0. 40 2. 60 50. 03 10. 79 0. 98 3. 13

0. 600 0. 600 3. 70 4. 10 4. 40 4. 60 0. 50 4. 20 70. 63 11. 77 0. 00 3. 21

0. 800 0. 800 5. 20 5. 50 5. 70 5. 90 0. 40 5. 50 83. 38 4. 90 6. 87 3. 28

1. 000 1. 000 6. 30 6. 50 6. 60 6. 70 0. 20 6. 30 90. 64 -7. 46 19. 23 3. 32

1. 200 1. 200 6. 90 7. 00 7. 10 7. 20 0. 20 6. 80 94. 57 -23. 15 34. 92 3. 34

1. 400 1. 400 7. 40 7. 40 7. 50 7. 60 0. 20 7. 20 97. 71 -39. 63 51. 40 3. 36

1. 600 1. 600 7. 70 7. 80 7. 90 8. 00 0. 20 7. 60 100. 06 -56. 90 68. 67 3. 38

1. 800 1. 800 8. 20 8. 30 8. 30 8. 40 0. 10 8. 00 102. 30 -74. 28 86. 05 3. 40

2. 000 2. 000 8. 60 8. 65 8. 70 8. 85 0. 20 8. 45 104. 83 -91. 37 103. 15 3. 42

2. 200 2. 200 9. 00 9. 10 9. 15 9. 25 0. 15 8. 85 107. 07 -108. 75 120. 52 3. 44

2. 400 2. 400 9. 40 9. 50 9. 55 9. 70 0. 20 9. 30 109. 09 -126. 35 138. 12 3. 46

2. 600 2. 600 9. 90 9. 95 10. 05 10. 20 0. 25 9. 80 111. 05 -144. 01 155. 78 3. 48

2. 800 2. 800 10. 30 10. 50 10. 55 10. 70 0. 20 10. 30 113. 01 -161. 67 173. 44 3. 50

3. 000 3. 000 10. 90 11. 00 11. 10 11. 20 0. 20 10. 80 114. 97 -179. 33 191. 10 3. 52

3. 200 3. 200 11. 50 11. 60 11. 70 11. 90 0. 30 11. 50 117. 72 -196. 20 207. 97 3. 56

3. 400 3. 400 12. 10 12. 20 12. 40 12. 55 0. 35 12. 15 119. 54 -214. 00 225. 77 3. 58

3. 600 3. 600 12. 80 12. 95 13. 10 13. 35 0. 40 12. 95 121. 78 -231. 38 243. 15 3. 62

3. 800 3. 800 13. 60 13. 70 13. 95 14. 20 0. 50 13. 80 124. 17 -248. 61 260. 39 3. 66

4. 000 4. 000 14. 45 14. 70 14. 80 15. 10 0. 40 14. 70 126. 69 -265. 71 277. 48 3. 70

4. 200 4. 200 15. 40 15. 60 15. 85 16. 20 0. 60 15. 80 128. 84 -283. 18 294. 95 3. 74

4. 400 4. 400 16. 45 16. 60 16. 95 17. 30 0. 70 16. 90 130. 64 -301. 00 312. 78 3. 79

4. 500 4. 600 17. 60 17. 85 18. 10 18. 60 0. 75 18. 20 132. 76 -308. 69 320. 46 3. 84

4. 750 4. 800 18. 95 19. 20 19. 50 20. 00 0. 80 19. 60 135. 05 -330. 92 342. 70 3. 90

4. 950 5. 000 20. 40 20. 65 21. 00 21. 55 0. 90 21. 15 137. 47 -348. 13 359. 90 3. 96

5. 150 5. 200 21. 90 22. 20 22. 60 23. 30 1. 10 22. 90 138. 93 -366. 29 378. 06 4. 03
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